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日本学術会議公開シンポジウム「気候変動下の気象災害の動向と農業災害リスクマネジメント」

近年の農業気象災害の特徴と自然災害の動向

山本晴彦＊

〔キーワード〕：洪水災害災害リスク，潮風害

農業気象災害

1. はじめに

わが国では毎年のように洪水災害，土砂災害，高

潮災害などの気象災害が発生しており，農業生産へ

の影響も大きい．ここでは，近年における農業気象

災害の特徴を紹介すると伴に， 2015年 9月の関東・

東北豪雨， 2006年の台風 13号による被害状況を示

し，その回避策として有効と考えられる大規模稲作

栽培農場での災害リスク分散について紹介する．

2. 近年における農業気象災害の特徴

図 lには，農林水産省の作成している「昭和 39

年から平成27年までの主な災害と被害額の一覧」 1)

に基づいて，地震災害と火山災害による被害額を除

いた気象災害における農林水産被害を，雪害，台

風・低気圧（台風に伴う豪雨被害は，台風に含む），

口その他
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図 l 1964 年~2015 年までの気象災害における農林水産被害

（「昭和 39年から平成27年までの主な災害と被害額の一覧」 I) (農林水産省）より作成）
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豪雨 • 長雨冷害 ·低温，突風 ・ 降雹，干ばつ，凍

霜害，その他に分類して示した 1964(昭和 39)年

から 2015(平成27)年までの 52年間の気象災害に

よる被害の総額（その他も含める）は 21兆8000億

円であり，年平均では4,200億円となっている．こ

の期間では， 1993 (平成 5) 年の北日本の冷害 • 西

日本の冷夏 • 長雨等による 1兆8,300億円が最高の

被害額で， 1980(昭和 55)円と翌 1981年の北日本

での冷害， 1991(平成3)年の台風 17号・19号（通

称：りんご台風）， 2004(平成 16)年に 10個の台風

が上陸した際の風水害など， 1兆円規模の災害が 5

回も発生している．近年，年 5千億円を上回る農業

気象災害は発生していないが，今後も異常気象 (30

年に 1回以下の現象）や極端気象（対象となる気象

現象に関係する気温，風速，降水量などの観測値が，

その値の分布全体の上位 5%あるいは下位 5%未満

に含まれる場合）の発生が予想される中で，高い頻

度で農業気象災害が発生するものと考えられる．

1960~1970 年代は農業用水の整備が十分ではな

かったことにより干ばつの少雨年で被害が発生し

ていたが，近年は用水施設の充実により干ばつの発

生はわが国ではほとんど認められなくなった．しか

し， 1994(平成 16)年の夏季の異常少雨により，島

嶼部等のため池等に農業用水を依存する地域では，

灌漑用水が不足して大規模な干ばつが発生した．大

規模な冷害は，近年では 1980・1981年， 1993年，

2003年とほぼ 10年間隔で発生しているが， 2003年

以降は冷害の発生は確認されておらず，地球温暖化

による高緯度地帯の温暖化が影需していることが

考えられる．

2. 2015年9月関東・東北豪雨による

常総市における洪水災害の特徴 2)

2015年 9月7日に発生した台風 18号は， 日本の

南海上を北上して 9日10時過ぎに愛知県知多半島

に上陸した後日本海に進み，同日 21時に温帯低

気圧に変わった．台風 18号および台風から変わっ

た低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込ん

だ影響で，西日本から北日本にかけての広い範囲で

大雨となり，特に関東地方と東北地方では記録的な

豪雨となった関東地方を流れる一級河川の鬼怒川

の上流（日光地域）では積算降水景が 500mm(9月

7 日 18 時~1 日 6 時）を超える豪雨域が南北 40km,

東西20kmの範囲で観測されたが，大規模な洪水災

害に見舞われた 110km下流の常総市では 200mm以

下（上流の約 30%)の降水に止まっている．しかし，

上流の豪雨が下流へ流れ下り，写真 lに示したよう

に堤防が決壊し，泥流が小貝J11とに挟まれた内陸に

侵入し，両河川で囲まれた常総市のほぼ全域が浸水

する被害となっている．

写真 I 上空から撮影した常総市における洪水の被害

（国際航業株式会社 ・株式会社パスコ提供叫
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低平地の八間堀川沿いの川崎町では，写真 2に示

したように農家の屋敷の周囲を樹木で囲んだ屋敷

林が防風，防火のために設けられているが， 200cm

を越える浸水痕跡が確認できる．八間堀川沿岸士地

改良区の川崎排水機場内に建立する山田沼の干拓

碑には，「この地は住古，鬼怒 • 小貝の流れ江の河

道跡と山田沼跡と伝えられ，茫洋たる湿地帯であっ

た．常陸と下総の国境の所で山田沼の干拓により，

大河の流路はいまの形状に変更し，常陸国の一部は

小貝川の西脇に模様替えとなった」と記されており，

鬼怒川と小貝J11の河道跡と山田沼跡の低浬地を干

拓し，両河川を現在の形状に改修したとしている．

このことは，干拓前の時代から洪水リスクがきわめ

て高いことを意味しており， 農家を含む地域住民は

水害に対する意識を平常時から持ち，防災・減災に

備える必要があると言える．

平成27年 9月関東・東北豪雨（台風第 18号等に

よる大雨）による農林水産関係被害（平成 28年 2

月 18日15時現在）は全体で約 500億円，茨城県が

112億円でその内を常総市が 76億円と県総額の 2/3

を占めている．その中でも水稲の被害は 13億円に

上り，「常総コシヒカリ」（作付面積 1,400ha)のブ

ランドで販売している「JA常総ひかり」では，カ

ントリーエレベーター（写真3),低温倉庫，精米セ

ンターの浸水被害による5億円の被害が発生してい

るまた，稲作農家では，水稲生産に関わる一連の

農機具（トラクター，田植機，コンバイン，乾燥機，

籾摺機）が水没して，1戸平均 700万円の損害となっ

写真2 八間堀川沿いの農家の屋敷林に残る浸水痕跡

（著者撮影， 2015年9月16日叫

ている．写真3は大規模水田の浸水後の状況である．

洪水に見舞われた 9月 10日はコシヒカリの収穫期

に相当し， 60%の水稲が収穫直前の状況であり，泥

水が引いた後も田面に水が溜まり，コンバインを入

れて収穫できる状況ではなく，廃棄せざるを得ない

ことが分かる．先にも述べたように，元来は湿地帯

であったところを水田化し，これまでにも度々洪水

に見舞われてきた常製地であることから，災害リス

クを分散回避させる方策を平時から整えておくこ

とが突発的に起こる災害への対応策として重要で

ある．

3. 2006年台風 13号による有明海沿岸における

農作物の潮風害の特徴と課題 4-5)

西日本において農業気象災害の中で発生頻度が

高く，発生規模も大きい災害が台風災害である．九

、州の米どころの筑紫平野を含む佐賀県における，水

稲の 10a当たり収量（単収）と作況指数の変遷を図

2に示している．単収は，明治期から大正初頭にか

けての増収期，その後の停滞期，戦後の第二の増収

期 1960年代後半からの安定期， 2000年代に入っ

ての不安定期へと変遷がみられる．近年は，多収品

種から良食味品種へ作付け品種が変化しており，頻

発する異常気象とも相成ってやや減収する傾向が

認められている．

近年の不安定期における減収要因は台風の被害

であるが，台風よる被害と言えば一般には強風によ

る作物体への影孵や台風に伴う豪雨による浸水被

写真3 泥水が引いた後の大規模水田

（著者撮影， 2015年9月16日叫
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図2 佐賀県における水稲の !Oa当たり収量（実線）と作況指数（破線）の変遷 1)

" ",, ... w 
強風による作物表面への障害発生

海面からの海塩粒子の飛散

台風の接近 ←悶謬→三000 05 0 0 2115 ’~ 

← ） 
積算砕水伍mm

体内へ塩分が侵入 台風通過直後の少雨現象

細胞が脱水 ・枯死

海塩粒子への影響 発生要因 潮被害の発生程度

甚大 強 弱

最大瞬間風速 (mis) 30m/s以上 20-30rn/s 20m/s以下
飛散距離 海岸からの距離 (km) 0-0.5km 0 5-2.0km 2.0km以上

地形 河口付近 谷すじ 山かげ

飛散方向 風向 海岸から 内陸から

洗浄の有無 台風直後の降水 (mm) 25mm以下 25-SOmm 50mm以上

図3 水稲の潮風害における発生要因の模式図 4)

害などが想像される． しかし，1991年や2006年の

大きく減収した要因は台風に伴い発生した「潮風害

（塩害）」である．農作物における潮風害の発生メ

カニズムを図 3に示したまず，台風の接近に伴う

強風により ，葉ずれ ・籾ずれなどの稲体同士の接触

により無数の傷が発生する．台風に伴う南からの強
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写真 4 強風により剥がれた道路法面マットが水稲を

覆い，潮風害を免れた水稲

（著者撮影， 2006年9月24日町

風により ，海面から巻き上げられた海塩粒子が飛散

して農作物に付着するさらに，台風通過直後に少

雨である場合は，作物体に付着した海塩粒子は洗い

流されず，多数の傷口から入り込み，細胞が脱水し

て植物が枯死する潮風害が発生する．潮風害の発生

には，最大瞬間風速 (mis),海岸からの距離 (km)'

地形の状況など，海塩粒子の飛散に関する因子，風

向などの飛散方向に関わる因子，台風直後の降水

(mm)による海塩粒子の洗浄の有無に関する因子

などにより支配されており，きわめて複雑なメカニ

ズムを有している．

有明海から北約 1kmに位置する佐賀平野の干拓

地における潮風害を受けた水田の収量は平年の

20%程度であった．写真4に示したように，強風に

より剥がれた道路法面マットが水稲表面を覆って

潮風を免れた水稲では，帯状に緑色が残って正常な

生育をしており ，潮風害の含威を垣間見ることが出

来る． このように，海岸に近い水田では 1穂当たり

3mgの塩化ナ トリ ウムが付着し， 水田一面が枯れ上

がる状況を呈している．ただ，10kmを超える内陸

まで海塩粒子が飛散するケースがあることから，風

台風の場合は内陸部での被害にも注意を払う必要

である．農作物への潮風害の影響は，水稲ではとく

に出穂期や登熟初期における潮風への遭遇の有無

と少雨の状況に大きく左右される．農作物の潮風害

を回避 ・軽減させるには，栽培品種の多様化や栽培

時期の移動等により ，出穂期 ・登熟期を分散させる

ことが実用的な手段であるが，JAにおける単一品

種のブランド化，乾燥施設の能力等の問題を抱えて

おり， 十分な対応が困難な状況にある．

4. 茨城県龍ヶ崎市の「横田農場」にみる

大規模稲作栽培での災害リスク分散

前項では，潮風害の回避する対策して，栽培品種

の多様化，栽培時期の移動等により ，出穂期 ・登熟

期を分散させることが実用的な手段であると述べ

ているが，作付け規模が広くない農家では，このよ

うな対応は現実的には難しいのが現状である．ここ

では，大規模稲作栽培により気象災害の リスク分散

を結果的に実施できた茨城県龍ヶ崎市の「横田農場」

について紹介する．本農場（正式には有限会社横田

農場）の横田修一代表は，「龍ケ崎市は都心から近

いこともあり，後継者のいる農家がほとんどない．

「同級生の中で農家になったのは僕一人だけ」．横

田社長は今後も耕作依頼が増えると予想している．

「300haになっても対応可能な体制を作る」ことが，

次の目標だ． 」と述べているように，機械化を早く

から行ってきたが，作業受託が年々増え，2016年は

経営面積が 132ha ( Iha の大区画水田は 30 枚 ， 10~

15a区画が IOOhaあり，最小 2a)にまで拡大してい

る．このため，2014年から畦を壊して大区画化を

図ってきてはいるが，作期拡大をしなければ受託で

きない状況となっている． この結果，栽培品種は「あ

きたこまち」より収穫期が早い「一番星」，極早生

の「コシヒカリ」，低アミロース米の 「ミルキーク

イーン」，もち米の 「マンゲツモチ」，県の奨励品種

「ゆめひたち」など7品種を栽培している．表 lに

示したように田植機l台で4月から6月まで移植し，

8月下旬から 10月下旬までコンバインl台で収穫を

行う栽培体系により繁忙期の作業を分散させてお

り，多品種で作期が異なる栽培体系により結果的に

気象災害のリスクが分散されている．

4. おわりに

ここでは，近年における農業気象災害の特徴を紹

介すると伴に，災害の事例と して 2015年 9月の関

東 ・東北豪雨洪水災害， 2006年の台風 13号による

潮風害の被害事例を示したさらに，その回避策と

して横田農場における多品種栽培での作期移動に

よる気象災害のリスク分散を紹介した．なお，講演

で紹介した「宮崎県北川における洪水災害を軽減す
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表 l 横田農場における水稲の栽培体系

7月 8月 9月 10月

気象災害（台風）のリスク分散

田植え
耕起l名，代かき］名
田植えオペレーター1名＋補助l名 コンバインl台

収穫期
播種，水管理・除草剤，基肥散布等3名

I I 
繁忙期の作業を分散

る霞堤の効果」については省略しているので，参考

文献 6) を参考にして頂きたい．
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